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広島県海田の沖積層産貝化石の14c 年代

松島義章I) 尾田行令2)

Radiocarbon ages of the molluscan fossils from the alluvial deposits 

in Kaita, Hiroshima Prefecture. 

Yoshiaki孔1ATSUSHIMA1)and Yukinori 0DA2〕

Abstract 

Two radiometric ages upon 14C were obtained from the molluscan fossils colle-

cted from the upper part of the alluvial deposits of Seno River Delta, Kaita-cho, 

Hiroshima Prefecture. 

The result indicate that the lower horizon of the deposits (llm below sea level) 

is 5270士20Qy.B. P., and the upper horizon (2m below sea level) is 2210 ± llOy. B. 

P. in age. These data fit with the stratigraphic sequence of the sampls. Each 

measur引 nentsfalls whithin the culmination and the later stages of the Jommon 

Transgression, respectively. 

はじめに

先に筆者らは広島湾の東｜羽を占める海田の瀬野川三角州における海成沖積層2層準から

採集した貝化石について報告した（松島 ・尾田， 1976）。

今回，この2層準の貝化石を使って， それぞれの14c年代測定をおこない絶対年代が明
らかになったので報告する。 さらにこれと近接する瀬野川右岸の上部砂層から採集した貝

化石について記し， あわせてそれらの地質古生物学的な意義について若干ふれてみる。

14 c年代測定結果

試＊＇I・ Cl) 

測 定値 ：2210±110y.B. P. (260 B. C.〕

測 定番号 ：GaK 7945 

測 定者 ：木越邦彦 （学習院大学理学部〉

測 定試料 ：マガキ Crassostreagigas (T HUNBERG) 

採 集者 ：尾田行令 （国立三瓶青年の家〉

採集日 ：1974年10月

採集地点 ：広島県安芸郡海田lllJ 広島県立海田高校前の国道ノくイパス （松島 ・尾田，

1976の Fig.2，×1）。北緯34°21'55＂・東経132°31100＂，地表から約3m

1）神奈川県立博物館 Kanagawa Prefectural Museum, Yokohama 

2）国立三瓶青年の家 The National Sanbe Youth House, Ota, Shimane Prefecture 
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下方の海抜一2m

図l 広島県海回の

瀬野川三角州か

ら産出した貝化

石採集地点（×

印）.x 1, 2：県

立海田高校前の

国道バイパス，

×3 国道バイ

パス海田橋〔瀬

野川右岸側），w 
-E：沖積層地

質1ur面 （図2〕

試料の産：i犬・試＊＇＇のマガキを合む貝化石は， 県立海田高校前を通る 国道バ イパス工事に

宇和、新しく掘られた露頭の地表から約3m下方の地点産出した。 貝化石の

包合周は若干の腐植物を含む主に granule犬の石英粒からなる灰｜士l色粗砂

である。本）留は 1~11野川三角州に分布する上部砂層 CUS）である。 試＊＇＇は

上部砂j習の上部より採集したものである。

貝殻の保存状態はあまり良好でないが， 殻の厚い大形の二枚貝が多く，巻貝は少ない。

特徴種にはマガキのほかアサリ，オオノガイ， カガミガ イと巻貝のへナタ リがあけ、られる

（表1〕。それぞれ両殻のそろ った個体が主体をなすことから， それらは現地性材H黄による

ものといえる。 これらの種は湾奥部潮間帯から水深2～ 3mまでの砂泥底に生息するη

試料（2)

測 定値 ：5270士200y.B. P. (3320 B. C.) 

測 定番号 ：GaK-8502

測 定者 ：木越邦彦 （学習院大学理学部〉

i!'W定試料 ．ゴイサギ Mαcoma tokyoensi s MAKIYAMA，イセシラガイ Anodontia

stearnsi ana Ov AMA 

採集者 ：尾田行令 （匡｜立三瓶青年の家〉

採集日 ：1974年10月

採集地点：試料 (1）と同一地点〔松島 ・尾田， 1976の Fig.2, x 2），地表から約12

F方の海抜－nm
試料の産状 ．試＊＇＇のゴイサギ，イセシラガイ は多量の腐植物をまじえたH音灰青色の砂質



瀬野川三角州の海成沖積層から産出した貝化石リスト表 1
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Pa十巴lloi da (Ch iazacme己） pygmaea (Dunker) 

Tornus sp. 

Li sso十es十a sp. 
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Ce「i十hidea cingul a十日 (Gme Ii口）

c. dj己djariensis CK. Ma 「十in) 
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A. sp. 

Cl a十h「afenel I日 「e十lculδ十ョ CA. Adams) 

Ep i十oniumangus十δCDunke「）

E. yokoyamai Suzuki e十 lchimura

E. sag am i e口seazumanum (Yokoyama) 

Balcis sp. A 

B. sp. B 

N巴ve「l十a ves i ca I is (Phi I i pp i ) 

Tee十O「旧十ica j an十hos十omoidesKuroda e十 Habe

Re十icunassa japonica (A. Adams) 

Hinia fes十lva (Powys) 

Ni O十ha livescens (Philippi) 

Paradillia nivolioides (Yokoyama) 

Ac十己eopγ「amiseximia (Yokoyama) 

一一一←一一一O百百罰ち而i万一ro古05TO市laJ寸汀王百町石百SiS!OKoyama 
0. sp. A 
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GASTROPODA 
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PELECYPODA 
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Alveniu5 ojianus (Yokoyama) 
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Pisidium sp. 
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Fuluvia mu十ica (Reeve) 

F. hunge「to「di (Souerby) 

Mi C「oci「cedi I ec十日 (Gould) 
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Veremolpa mic「呂（PiI sb「y)

Tapes japo門icaDe5hayes 

Paphia (Pa「己十apes) undu I a十a (Born) 

問ac十ra vene「lto rm i s Reeve 

Rae十a pulchel la (A.Adams et Reeve) 

Theora I ub「lca Gould 

A 

XI : site I, 2m below sea level, granule sand; X2 : site 2, I Im below sea lever, sandy silt; X3 : site 3, 

Im below sea lever. 

Frequency A : abundant 15+ spp., C : com皿on5 to 14spp., R : rare I to 4spp .• 

Verticaldistribution NO : tidal (intertidal) zone, NI : euneritic zone, from low tide mark to 20 - 30m deep, 

N2 : mesoneritic zone, from 20 - 3αn to 50 - 60m, N3 : subneritic zone, from 50 - 60m to 100 - 12白n.

Habitat Al : on algae, Br : brackish, fS : fine sand bottom, gS : gravelly sand bottom, M : mud bottom, mS : muddy 

sand bottom, R :・ rocky bottom, S : sand bottom, sh : shell, shS : attatched on shell, sM : sandy mud bottom, 

Z : zostera zone. 

R 
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7 貝化石産出5：貝殻と腐縞物，6：基盤岩類，

LC：下部泥周，LS：下部砂層，UC：上部泥屑，US：一｜官官砂層

3 1沙際，4：シノレトと泥炭，1：表土，2：砂，

B：基底1深層，

瀬野川三角州の沖積層地質横断固（W-E).

地点とHCイ｜三代i則定値 （y.B. P.), 

図 2.
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シルト屑（と部泥居，UC〕の上部から得られた。 共産種には全般に殻の

薄い二枚貝と小11；の巻貝が多く，いずれも保存が良L、。 多産種はケシトリ

ガイ，ウメノハナガイ，サナギモツボ，マメウラシマなどがあり， ？虫内湾

i生種のイヨスダレ， チヨノハナガイ， シズクガイ， ヒメカ ノコアサリも普

通にみられる（表1）。 これらの種は内湾の干潮線下から水深20～30mの泥

底ないし軟泥底に分布する。

考 察

広島湾沿岸の太田川三角州や瀬野川三角州におけるがJ:r積層の層序は， いずれも上位より

表土 （s s），上部砂層 cuS〕， 上部泥層 （UC),下部砂層 （LS）であり， その下に
基底1派層と考えられる砂j深層 〔B）が横たわる（建設省計画局ほか， 1964；松島 ・尾田，

1976）。

試がI・ Cl）の約2200年前の測定値と試料 （2〕の約5300年前の測定値は， それぞれ上部

砂層と上部泥層の形成年代を示すことが明らかになった。 しかもいずれの試料も両層の上

部から得られていることから， 両府jのl住積末期1の年代を示すものといえる。したがって瀬

野川三角州のほぼ中央部における上部砂層の形成は， 今回の測定値から約5000年前から約

2000年前にかけて堆積したものと批定される。 貝類遺骸群集の生態的特徴から約2200年前

の海田の入江における湾奥部潮間帯が， 瀬野川三角州の中央部にあったことを示唆する。

一方上部泥層は， 今回，その ヒ限の年代が求められたが，下限については明らかでない。

また，本層の中部に介在していると推定されるアカホヤ火山灰層についても，今までの調

査では確認されていない。 これらの点は隣接の太田川三角州の資料が参考になる。

これまでの広島平野の調査から太田川三角州に分布する上部泥居の中部には， 灰l有色火

山灰質綱砂の薄j雷が介在することが知られていた（建設省計画局ほか，1964）。 この火山

灰質細砂層は柴田 (1973）が， 市街地の中心部で報告した透明な平板状の火山ガラスの浮

石薄層であ り，町田 ・新井｜ー(1978）が明らかにした約6500～6000年前の降下年代を示すアカ

ホヤ火山灰層にあたる。なお，前回（1980）は約6400～6300年前の｜岩手下年代を明らかにした。

最近藤原ほか (1980）は， 太田川三角州前縁のやや西側面に位置する南観音地区で採集

した試料を用いて，沖積層の14c年代淵lj定とアカホヤ火山灰層準の確認をおこな っている。
それによれば， 14c年代は上部砂層上部 （海抜 O. 7m）が1470士85( N 3104), 上部砂

層下部 （海抜一7.2m）が， 4180士90(N -3039), 上部泥層中部（海抜一l7.2m）が5220

士95(N-3038）である。 アカホヤ火山灰は， －18.0～－20.3m問の上部泥層に「1に厚さ20
cmの乳白色火山灰質例砂と して介在していることがつきとめられた。 なお，この付’近にお

ける上部泥層の下限は－22mにみられる。 これらの結果から泥層の椛積速度を考慮し上部
泥層の形成を求めること約7000年前から堆積がはじまり， 約4300年前まで沈積していたも

のと推定される。 引続き上部砂崩は上部泥層を被って約4300年前から約1400年前にかけて

堆積がおこなわれたものといえよう 。

以上のように太田川三角州の上部砂層と上部泥屑との形成年代が明らかにな ったことか

ら，瀬野川における上部泥層の年代を類推すると， 太田川とほぼ同時期の約7000年前から

七51）泥層の堆積がはじまり， 前述のように約5000年前までの約2000年間であ ったものとい

える。なお， 瀬戸内の明石川三角州においても上ti日泥層は約7000年前から堆積のはじま っ
たことが知られている（前田，1980）。さらに瀬野川の上部砂層のlit積が南観音士山区よりや
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や早い約5000年前からはじまるのは， 本地域における三角州形成の主体をなす前置層 （上

部砂層〉の前進速度が大きかったものと考えられる。すなわち，南観音地区は，太田川三

角州の先端部に近い側面に位置しているのに対し， 今回の調査地点は瀬野川三角州のほぼ

中央部に位置することから， 約5000年前には早くも前置層の先端がこの付近まで到達して

いたことを示すものであろう。 同様に上部砂層堆積末期の年代も本地域の方が約700年も

早く約2000年前を示し，この時期に早く離水したことが予想される。

上部砂層上部の貝化石

貝化石の新産出地点（×3）は， 前述の14c年代測定試料を得た地点 〈×1,x 2）か
ら北西方に約300m離れた瀬野） If右岸である〔区11)。 これは国道ノ〈イ パスの瀬野）Ifにかけ

た海田橋橋脚工事に伴い掘りだされた土砂より採集する。

員化石を包合していた位置は，地表から 2～3m下位の海抜一1～ 2 m （×3）地点

である（図2〕。貝化石包含層は×1地点と同様に granule大の石英粒を主体とする灰白色

粗砂からなり，上部砂層上部の層準にあたる。

貝殻の保存状態は比較的良く， 大形の二枚貝が著しく， 巻貝は少な＼'0特に両殻の合わ

さったマガキ，アサリ ，カガミガイ ，ハマグリ が多産する（表 1）。 同定できた貝類は巻貝

類6種，二枚貝類9種の計15種である。 これら大部分の貝が湾奥部潮間帯の砂泥地に生息

する極からなり， 産状からみて現地性堆積によ るものと考えられる。

員類遺骸群集の示す古環境

先の報告で層位的に下位の上部泥層中の×2地点における員類遺骸群集は， 内湾の潮間

帯下より上部浅海帯の泥底に生息するイヨスタレ， ウラカガミ， シズクガイ ，ケシ トリガ

イ， マメウラ シ？で特徴づけられるC群集が見られ， 上位の上部砂層中の×1地点では，

湾奥部潮間帯砂泥地に分布するマガキ， ウネナシトマヤガイ，オキシジミ，イボウミニナ

のA群集とハマグリ ，カガミガイ，アサリからなるB群集の混合fp集が見出された（松島・

尾田，1976）。これらの群集の示す生態的特徴，堆積物の垂直方向への層相変化，明らかに

なった14c年代から海田湾の環境変遷を求めると，約5200年前の入江は広 く泥底が発達し，
唯内i性I霊のイヨスダレ， シスクガイ，チヨ ノハナガイ， ケシトリ ガイ，ヒメカ ノコアサリ
などが生息する海水の動きのやや不活発な海況にあった。 しかし， 約5000年前ごろから瀬

野川三角州の発達で前置層先端が， この付近まで到達すると内湾は急速に縮小浅化し醐度

も低下していった。

今回の×3地点より得られた員類は， 前述のように湾奥部潮間帯に分布する種で占めら

れる。 それらはマガキ，オキシ ジミ，イボウミニナで特徴づけられるA群集とハマグ リ，

カガミガイ，アサリ， シオ フキ，ヒメ シラトリからなるB群集との混合群集である（図3）。

両群集の割合はA群集よりB群集の方がやや優勢となる。 この点は包含層の層相が籾砂で

あることと符合する。

この混合群集は×1地点で明らかになった群集と一致する。 ×3地点の層準が×1地点

と同じ上部砂層の最ヒ部に位置し， ×1地点と同じ群集がかなり雌れた地点でもみられた

ことから， 瀬野川三角州の上部砂層上部を堆積させた頃の海田湾は， A群集 ・B群集の生

息するのに最適な環境にあったことを示す。 この時期は14c年代の結果，約2200年前であ
り，約2000年前には離水したものと推定される。
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ま とめ

広島湾の東開に位置する海聞の瀬野川三角州における海成沖積層上部の2層準の14c年
代測定値は， 上部泥層上部（ nm）が5270± 200 y. B. P.，」二部砂層 上部（－ 2 m）が

2210±110y. B. P であった。

上部泥層の形成年代は約7000年前から約5000年前であり， 上部砂層は約5000年前から約

2000年前である。 上部泥j苦1±住積末期（約5200年前〉の海田湾は，イヨスダレ，アカガイ ，

ゴイサキ， シズクガイ，ケシトリガイ，マメウラシマなどの強内湾性種が生息する水深の

かなりある内湾であったが， その後の上部砂層の形成で縮小浅化され，約2200年前には湾

央部が瀬野川三角州の中央部にあり，そこにはマガキ，ウ ネナシ トマヤガ イ，オキ シジミ ，

イボウミニナのA群集とハマグ リ， カガミガイ， シオフキ， アサ リ， ヒメシラトリのB群

集が分布していた。 さらに，約2000年前には離水したらしい。

謝 辞 本稿をまとめるにあたり御指導御助言をいただいた東京大学理学部の鎮西清
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の意を表する。 なお本研究に使用した費用の一部は，昭和53・54年度文部省科学研究費補

助金総合研究（A）代表者井関弘太郎， 課題番号 ：338032による。
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図版説明

海田の海成沖積層上部妙、層の貝化石 （原寸一大〉

産lH地点 ： 国道バイ パス海田橋 Ci~~i野川右岸｛QIJ X 3)

PL 1. 1：ハマグリ （Meretrixlusoria), 2 アサリ （Tapesja抑制ca),3：オキシジミ〔Cycli向。

sinensis), 4：カガミガイ （Phacosoinajaponica), 5：シオフキ （Mactraveneriforinis〕， 6: 

イチョウシラ トリ〔Arco戸agiadiaρhana〕， 7：オオノガイ （Myaarena円。 oonogai)

PL 2. l, 2：マガキ （Crassostreagigas), 3, 4：ウミニナ （Batilla打。削ultifo抑制is), 5：ヵワア

イ〔Cerithdeadjadjariensis) 
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